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平成28年8月9日（火）　第1823回例会

第1823回例会記録　平成28年8月9日（火）  6/48回

＜点鐘＞　	 北島会長
＜ソング＞　それでこそロータリー
＜お客様ご紹介＞　	 北島会長
川崎RC　白井勇様　	
青少年交換留学生　藤﨑由佳さん
米山奨学生　傅嘉巍君
北島会長より傅嘉巍君に奨学金が渡されました。

＜会長報告＞　	 北島会長
1.	2016〜17年度地区大会「大会展示」参加のお願い
　ラオスプロジェクトの展示をしたいと考えており
ます。国際奉仕委員長に依頼いたします。
2.	財団補助金ハンドブック送付・活用依頼の件
　ポストインしますのでご参照ください。
3.	青パト使用方法の変更について
　使用前に事前振込となりました。
4.	麻生観光協会事業の協賛のお礼がきております。

＜幹事報告＞　	 親松幹事
・ロータリーの友、ガバナー月信、ローターアクト

広報誌が届いております。

＜ニコニコ委員会＞　	 安藤亨委員
　川崎RC　白井勇様→「いつもお世話になります。
よろしくお願いします」。当クラブより　北島会長
→「藤﨑さん卓話宜しくお願いいたします」。親松
幹事→「本日、最高気温が37℃です。熱中症に注意
してください」。感謝をこめてニコニコへ。赤本会員、
阿久澤会員、安藤美恵子会員、安藤志子会員、福家
会員、井上久会員、井上勇会員、石野会員、石坂会
員、鴨志田会員、金子会員、勝田会員、小島会員、
中島健児会員、中島眞一会員、中村会員、大矢会員、
尾崎会員、坂井会員、関山会員、嶋会員、白井会員、
鈴木清会員、玉井会員、渡邊会員、結城会員、安藤
亨会員。

＜出席委員会＞　	 結城委員長

＜ニコニコ・財団・米山委員会＞　	

※諸事情により、スケジュールは変更になる場合があります。

第1825回  8 月30日 委員会報告⑤　職業奉仕委員長

第1826回  9 月 6 日 クラブフォーラム

第1827回  9 月13日 会員卓話① 

川崎百合丘ロータリークラブ ホームページ　
http://www.kawasaki-yurigaoka-rc.jp/

例 会 日 毎週火曜日  12：30〜13：30　　
例会会場 ホテルモリノ7F　TEL 044-966-1300

会員 出席 欠席 メーク

第1823回	 42	 32	 10	 	 76.19%
第1822回	 42	 30	 12	 3	 78.57%

出席率

今回

ニコニコ
財団
ベネファクター
米山

	 30件	 30,000円	 181件	 215,080円
	 1件	 13,000円	 7件	 	95,000円
	 0件	 0円	 0件	 0円
	 4件	 50,000円	 	5件	 70,000円

累計



＜ロータリー財団委員会＞　	 嶋委員長
　中島健児会員からいただきました。

＜米山奨学委員会＞　	 石野委員長
　井上久会員→「妻の誕生日に素敵なお花をありが
とうございます。この制度のおかげで何とか会員を
していることが出来ています」。福家会員→「妻の
誕生日に素敵なお花をいただきありがとうございま
した」。中村会員→「8月19日に52歳になります」。
安藤美恵子会員からもいただきました。

＜青少年交換留学生卓話＞　	 藤㟢由佳さん
　私は2015〜16年度の青少年交換学生として台湾の
台北市に派遣されました。台湾は沖縄の与那国島に
近く公用語は中国語です。台湾の夏はとても暑く、
まるでせいろで蒸されているような暑さです。夏が
あまりにも暑いので、現地の人は冬の気温が22℃位
でも寒いらしくかなりの厚着で驚きました。
　私はロータリーから150時間の語学プログラムを
準備していただいて、語学学校のクラスにも通いま
した。中でもスピーチコンテストのテーマとして、
第二次世界大戦終了まで日本に統治されていた台湾
が日本であった事、1945年から台湾人となったこと
などスピーチをして賞もいただきました。台湾では
まだ統治時代の建物が大事に使われており、現地の
高齢者とは日本語でコミュニケーションが普通に取
れます。現地で有名な温泉博物館には畳があり、久
しぶりの畳に声をあげて感動しました。
　ホストファミリーには台湾の色々な所に連れて行
ってもらいました。台北の海はあまりきれいではあ
りませんが、市場の果物は種類も豊富で日本では食
べられない珍しい物も多く、台湾に行った際にはリ
ンゴバナナをぜひ試しに食べみてください。
　留学生の学校生活のほとんどが図書室の中で過ご
しますが、私も同様に多くの時間図書室で過ごしま
した。まだ意思の疎通が出来ない頃から図書の先生
には本当にお世話になりとても感謝しています。留
学生として各地から来ている学生と交流し親睦も深
めました。特に親交留学生はやはり現地で特別扱い
を受けやすく、せっかく語学の勉強をとこちらが中
国語で話しかけても日本語でレスポンスされたりと
する中、学校の購買のおばさんだけは普通に会話を
してくれた事が逆に嬉しかったのを覚えています。
　帰国する際、次の受け入れ学生にも会い、1年とい

う時の移ろいを感じました。先日インターアクトの
サポートスタッフとして参加してきましたが、今後
も来日学生のサポートや、これから色々な形でロー
タリーに介したいと思っています。皆さまのおかげ
で台湾生活を楽しく過ごせ感謝しています。ありが
とうございました。

　藤﨑さんが1年間、青少年交換留学生として過ご
された台湾での学生生活の写真を見ながらの卓話と
なりました。

本日のプログラム


